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や
ま
ゆ
り
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！ 

い
ろ
い
ろ
な
、
繋
が
り
が
う
ま
れ
ま
す
よ
… 

目
次 

Ａ 

安
心
・
安
全 

 

「
避
難
所
」
に
泊
ま
っ
て
み
た 

P2 

Ｓ 

サ
プ
ラ
イ
ズ 

 

時
代
を
超
え
た
茅
葺
き
屋
根 

 
 
 

P2 

Ａ 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト 

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

P3 

Ｏ 

お
役
立
ち
情
報 

 

一
枚
の
地
図 

 

ふ
る
さ
と
柿
生
に
誘
う 

 
 

P3 

 

●
や
ま
ゆ
り
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

第
９
回 

 
 

麻
生
市
民
交
流
館
や
ま
ゆ
り 

 
 

 
 

 

区
民
講
師
公
開
講
座 

 

P4 

麻
生 

区
の
市
民
活
動
の

中
核
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
「
麻
生
市
民

交
流
館
や
ま
ゆ
り
」
は
昨
年
開
館

10
周
年
を
迎
え
、
同
館
を
管
理
運

営
し
て
い
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ

さ
お
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
今
年
10
年
を
迎
え
る
。 

 

同
館
を
支
え
て
い
る
運
営
ス

タ
ッ
フ
は
毎
年
公
募
を
重
ね
、
新
旧

の
交
代
は
あ
っ
た
が
現
在
50
人
を

超
え
る
メ
ン
バ
ー
が
月
２
回
程
度

の
半
日
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
地

域
に
戻
っ
て
き
た
シ
ニ
ア
が
多
い

の
で
、
「
新
し
い
友
人
が
で
き
た
」

「
探
し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
を
見
つ

け
ら
れ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え

る
。
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
の
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
、
活
発
な
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
み

は
じ
め
て
い
る
。 

 

現
役
時
代
の
専
門
知
識
や
技
術

を
生
か
し
、
同
館
で
開
催
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
音
響
・
照
明

を
担
当
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、

「
サ
ロ
ン
文
化
の
創
造
」
を
目
指
し

て
「
や
ま
ゆ
り
テ
ッ
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。 

 

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
目
指
せ
！

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
達
の
セ
ミ

ナ
ー
」
は
９
回
目
を
迎
え
、
受
講
生

の
大
半
は
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
実
現

し
て
い
る
。 

 

「
書
く
力
は
地
域
を
動
か
す
力
が

あ
り
ま
す
」
と
あ
さ
お
区
民
記
者
も

２
０
０
９
年
か
ら
活
動
し
て
お
り
、

ま
た
「
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
知
識

を
紹
介
し
ま
せ
ん
か
、
舞
台
は
準
備

し
ま
す
よ
」
と
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
く
れ
た
、
区
民
講
師
公
開
講
座
か

ら
は
、
地
域
の
財
産
と
も
言
う
べ
き

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。
（
今
年
の

「
区
民
講
師
公
開
講
座
」
の
詳
細
は

４
面
に
掲
載
） 

「
や
ま
ゆ
り
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て

新
し
い
交
流
が
、
い
ろ
い
ろ
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
い

る
。 

 

い
ず
れ
も
、
広
く
門
戸
を
開
い

て
い
る
の
で
、
新
し
い
繋
が
り
を

楽
し
み
、
超
高
齢
化
の
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
過
ご
し
か
た
の
ヒ
ン

ト
を
「
や
ま
ゆ
り
」
で
見
つ
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

→2016年４月設立し

た「やまゆりテック」

歌声喫茶、ダンス、

楽芸会など、さまざ

まなイベントの機材

の設置・操作を担当 

←あさお区民記者

「区民による、区民の

ための情報発信」を

目的に2009年から

活動。年6回定期刊

行物の企画・取材執

筆を担当 

→1月から開催し

ている「目指せ！

アクティブシニア達

のセミナー」受講者

と運営スタッフ 

←区民講師公開講

座「もう一度ギターを

はじめてみませんか」

で中村俊博さんから

コードの押さえ方を

習う受講者 

理
事
長 

植
木
昌
昭 
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２
０
１
７
年
10
月
27
日
19
時
か

ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
真
福
寺
小
学
校
で
区

役
所
危
機
管
理
担
当
が
避
難
所
設
営
宿

泊
訓
練
を
開
催
。
筆
者
も
近
隣
の
町
内
会

長
、
自
治
会
長
、
住
民
、
約
20
人
と
と
も

に
参
加
し
た
。
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健

師
や
歯
科
医
師
も
加
わ
っ
た
。 

 

訓
練
で
は
役
所
の
指
導
で
、
避
難
世
帯

の
受
付
か
ら
情
報
管
理
、
設
備
の
使
い
方
、

就
寝
ス
ペ
ー
ス
・
通
路
の
設
置
、
食
事
の

炊
き
出
し
ま
で
、
避
難
所
運
営
に
関
す
る

一
連
の
作
業
を
体
験
し
た
。 

 

ひ
と
り
あ
た
り
の
就
寝
ス
ペ
ー
ス
は

１
ｍ×

２
ｍ
で
、
毛
布
は
ひ
と
り
１
枚
。

収
容
人
数
か
ら
の
標
準
ら
し
い
。
狭
く
て
、

寒
く
て
、
腰
が
痛
く
、
寝
返
り
ば
か
り
で

寝
付
け
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
業
者
が
プ
ー

ル
の
水
を
飲
み
水
に
変
え
る
浄
化
装
置

の
説
明
を
し
た
。
能
力
は
２
０
０
リ
ッ
ト

ル
／
ｈ
だ
が
、
大
人
数
で
は
心
も
と
な
く

感
じ
た
。
歯
科
医
師
か
ら
は
、
食
事
は
原

「
避
難
所
」
に
泊
ま
っ
て
み
た 

 

小
田
急
線
栗
平
駅
に
近
い
麻
生
区
栗

木
台
の
一
角
。
一
軒
の
農
家
の
広
い
敷

地
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
い
ま

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
茅
葺
き
屋
根

の
蔵
だ
。 

 

こ
の
地
で
手
広
く
農
業
を
営
む
飯
草

康
男
さ
ん
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧

家
の
六
代
目
。
自
宅
の
横
に
あ
る
蔵
も

江
戸
期
の
も
の
で
、
先
祖
が
質
屋
を

や
っ
て
い
た
時
に
使
っ
て
い
た
。
茅
葺

き
の
古
民
家
は
時
々
目
に
す
る
が
、
蔵

と
な
る
と
か
な
り
珍
し
い
。
長
年
、
地

震
や
台
風
に
も
揺
ら
が
な
か
っ
た
堂
々

た
る
屋
根
は
道
路
か
ら
も
垣
間
見
え
、

通
り
が
か
り
の
人
が
「
ち
ょ
っ
と
拝

見
」
と
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
。 

 

十
数
年
に
一
度
は
葺
き
替
え
が
必
要

な
茅
葺
き
屋
根
。
67
歳
に
な
る
飯
草

さ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
、
１
９
６
０

年
代
、
84
年
、
２
０
０
３
年
と
葺
き

替
え
が
行
わ
れ
て
き
た
。
84
年
の

時
は
、
造
園
業
も
兼
ね
て
い
た
飯

草
さ
ん
自
ら
、
近
く
の
空
き
地
で

ス
ス
キ
を
刈
り
集
め
た
と
い
う
。

 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

中
島
久
幸 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

佐
藤
次
郎 

則
普
通
食
な
の
で
、
入
れ
歯
を
忘
れ
る

と
噛
め
な
い
と
の
注
意
が
あ
っ
た
。
情

報
は
掲
示
が
多
い
の
で
メ
ガ
ネ
も
大
切
。

ま
た
、
健
康
を
保
つ
に
は
、
仕
事
を
見
つ

け
て
な
る
べ
く
動
き
回
る
の
が
よ
い
。 

 

実
際
の
と
こ
ろ
避
難
所
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
守
ら
れ
ず
、
環
境
も
良
く
な
い
。

可
能
な
場
合
は
、
な
る
べ
く
自
宅
に
と

ど
ま
ろ
う
。
訓
練
に
参
加
し
て
、
水
、
食

料
な
ど
を
自
宅
で
備
蓄
す
る
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
。
浄
化
装
置
の
設
置

は
２
０
１
４
年
か
ら
は
じ
め
た
が
、
１

機
１
５
０
万
円
と
高
価
な
た
め
年
１
カ

所
、
街
角
の
災
害
対
策
給
水
装
置
か
ら

遠
い
避
難
所
か
ら
実
施
中
。
な
か
な
か

回
っ
て
こ
な
い
の
で
、
独
自
に
避
難
所

宿
泊
訓
練
を
地
元
の
防
災
訓
練
に
組
み

込
み
、
避
難
所
の
実
態
を
一
度
体
験
す

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 

時
代
を
超
え
た
茅
葺
き
屋
根 

２
０
０
３
年
は
新
潟
県
か
ら
職
人
を
招

き
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
二
台
半
の
材
料

を
使
っ
て
新
し
く
し
た
。
風
情
あ
る
茅

葺
き
屋
根
だ
が
、
長
く
維
持
し
て
い
く

に
は
か
な
り
の
手
間
と
費
用
が
か
か
る

の
だ
。 

 

「
な
ん
で
い
ま
ご
ろ
茅
葺
き
屋
根
な

ん
だ
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
蔵
で

茅
葺
き
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
や
は
り
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
ん

で
す
よ
」 

 

大
事
に
守
っ
て
き
た
理
由
を
ひ
と
こ

と
で
言
え
ば
「
好
き
だ
か
ら
」
。
代
々

暮
ら
し
て
き
た
栗
木
の
地
と
、
そ
こ
に

根
づ
き
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史

や
伝
統
の
あ
れ
こ
れ
が
と
も
に
大
好
き

だ
か
ら
と
い
う
意
味
だ
。
柿
生
禅
寺
丸

柿
保
存
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
元

の
文
化
を
守
り
、
伝
え
て
い
く
活
動
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
屋

根
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

専
門
の
職
人
が
少
な
く
な
り
、
葺
き

替
え
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
。
が
、
分
厚
い
屋
根
は
ま
だ

ま
だ
健
在
。
見
上
げ
れ
ば
、
そ
こ
に
は

麻
生
の
昔
が
時
代
を
超
え
て
息
づ
い
て

い
る
。 

飯草康男さん 

これで2人分のスペースと毛布（銀のマッ

トは今回特別、区役所の配慮による） 

浄化した水は美味しかった 

（右：浄化装置、左：電源） 

茅葺き屋根の蔵 



 

と
あ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
会
「
ふ
る
さ

と
の
山
河
を
め
ぐ
る
」
に
参
加
し
た
。
そ

の
時
に
配
ら
れ
た
１
９
２
７
年(

昭
和
２

年)

頃
の
柿
生
駅
周
辺
の
一
枚
の
地
図
が

忘
れ
ら
れ
ず
、
明
治
半
ば
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
柿
生
の
風
景
、
人
々
の
暮
ら

し
を
知
り
た
い
思
い
に
か
ら
れ
た
。 

 

私
た
ち
の
柿
生
は
、
１
８
８
８
年
（
明

治
21
年
）
に
黒
川
、
栗
木
、
片
平
、
五
力

田
、
古
沢
、
万
福
寺
、
上
麻
生
、
下
麻
生
、

王
禅
寺
、早
野
の
10
カ
村
が
一
つ
に
ま
と

ま
っ
て
柿
生
村
を
名
乗
り
、
翌
年
、
岡
上

村
も
加
わ
っ
て
、
「
柿
生
村
外
一
カ
村
組

合
」
と
し
て
誕
生
し
た
。 

 
柿
生
・
岡
上
の
丘
陵
は
、
ほ
と
ん
ど
が

山
林
で
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
が
多
く
、
雑
木

林
に
は
カ
シ
、ヒ
ノ
キ
、山
桜
が
自
生
し
、

山
の
斜
面
に
は
ヤ
マ
ユ
リ
が
無
数
に

咲
い
て
い
た
。
動
物
で
は
ウ
サ
ギ
、

タ
ヌ
キ
な
ど
が
生
息
し
、
フ
ナ
、
ヤ

マ
ベ
な
ど
の
川
魚
も
豊
富
だ
っ
た
。 

一
枚
の
地
図 

ふ
る
さ
と
柿
生
に
誘
う 

 

農
業
は
、田
ん
ぼ
や
畑
が
中
心
で
、ウ
シ
、

ヤ
ギ
の
酪
農
や
養
豚
、
養
鶏
を
や
る
農
家
も

多
か
っ
た
。
副
業
と
し
て
は
、
養
蚕
、
禅
寺

丸
柿
の
生
産
も
さ
れ
、
黒
川
で
焼
か
れ
た
黒

川
炭
は
良
質
で
評
判
が
高
く
、
家
庭
用
、
工

業
用
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
。 

 

食
生
活
は
、
い
わ
ゆ
る
一
汁
一
菜
が
日

常
の
食
事
で
、
麦
飯
に
味
噌
汁
、
そ
れ
に
漬

物
と
質
素
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

柿
生
は
教
育
に
も
熱
心
だ
っ
た
。
１
８

７
３
年
（
明
治
６
年
）
、
５
つ
の
学
舎
が
誕

生
し
た
。
片
平
に
は
、
今
の
柿
生
小
学
校
の

前
身
に
な
る
片
平
学
舎
が
修
廣
寺
に
設
け

ら
れ
た
。 

 

１
９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
頃
に
小
学

校
に
入
学
し
た
、
あ
る
男
性
は
「
学
校
へ
行

く
服
装
は
着
物
で
、靴
な
ど
は
な
く
、弁
当
・

教
科
書
を
風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
登
校
し
ま

し
た
。
履
物
は
藁
草
履
で
し
た
。
弁
当
は

10
人
に
３
、４
人
が
さ
つ
ま
い
も
弁
当
で
、

お
か
ず
は
梅
干
し
で
し
た
。
（
省
略
）
」
と

思
い
出
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。 

 

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
、
川
崎
市

と
の
合
併
に
よ
り
、
村
名
「
柿
生
村
」
は
消

え
、
「
柿
生
」
の
名
は
、
駅
名
、
学
校
、
郵

便
局
な
ど
に
残
る
だ
け
に
な
っ
た
。 

こ
の
地
で
人
々
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
の

は
、
２
万
年
以
上
も
前
「
旧
石
器
時
代
」
の

頃
と
い
う
。
い
に
し
え
に
思
い
を
は
せ
る

と
、
柿
生
を
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 
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バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

景
山 

茂 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

石
﨑
純
也 

「
参
考
文
献
」 

①
『
ふ
る
さ
と
は
語
る
』
（
柿
生
郷
土
誌
刊
行
会
） 

 

②
『
ふ
る
さ
と
柿
生
に
生
き
て
』
（
柿
生 

昭
和
会
） 

③
そ
の
他
（
麻
生
図
書
館
、
柿
生
郷
土
史
料
館
の
所
蔵
資
料
） 

 
鳥
を
見
つ
け
る
の
は
ま
ず
、
聞

く
、
そ
し
て
見
る
の
だ
と
い
う
。
や
み
く

も
に
鳥
が
い
な
い
か
と
双
眼
鏡
を
の
ぞ

い
て
い
る
だ
け
で
は
見
付
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
生
田
緑
地
で
は
定
期
的
に
観

察
会
を
や
っ
て
い
る
。
今
日
は
そ
の
観

察
会
の
野
鳥
の
観
察
会
に
参
加
し
た
。

二
班
に
分
か
れ
た
参
加
者
た
ち
、
沢
山

の
耳
と
眼
で
野
鳥
を
探
す
。 

 

観
察
の
指
導
は
特
定
非
営
利
団
体
か

わ
さ
き
自
然
調
査
団
の
「
野
鳥
班
」
の

方
々
。
生
田
緑
地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ど

の
木
に
ど
ん
な
実
が
な
り
、
何
鳥
が

や
っ
て
く
る
か
、
や
っ
て
き
た
か
な
ど

野
鳥
観
察
の
コ
ツ
を
実
地
に
教
え
る
。

冬
に
な
り
木
々
が
葉
を
落
と
す
と
鳥
の

観
察
は
や
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
渡
り

鳥
も
多
く
見
か
け
ら
れ
る
。
普
段
何
気

な
く
見
て
い
る
鳥
だ
が
見
つ
け
た
鳥
の

名
を
書
き
と
め
て
い
く
と
意
外
と
多
種

の
鳥
を
観
察
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

野
鳥
班
は
こ
の
観
察
会
の
ほ
か
、

定
期
的
な
観
察
を
続
け
て
お
り
野
鳥

の
種
と
数
を
記
録
す
る
。
定
点
、
定
期

の
長
期
に
わ
た
る
地
道
な
観
察
記
録

は
人
の
都
市
と
鳥
類
の
共
生
の
道
の

示
唆
、
行
き
過
ぎ
た
自
然
破
壊
を
警

告
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。 

 

さ
て
、
生
田
緑
地
の
観
察
会
の
参

加
者
に
は
双
眼
鏡
の
用
意
も
あ
る
。

鳥
を
見
て
季
節
を
知
り
自
然
を
親
し

む
こ
と
を
知
る
。
請
け
合
い
で
あ
る
。 

DATA 
スケジュール 

「かわさき自然調査団」のホームページ参照 

http://www.geocities.jp/npo_konrac/ 
参加費    無料 

集合時間  10時 

集合場所  かわさき宙（そら）と緑の科学館 

        -川崎市青少年科学館前 

        (多摩区枡形7-1-2) 

予約不要 

鳥を探したり記録したり忙しい。 

運が良ければこの季節25種ほど

の観察ができる 

1927年（昭和2年）小田急が開通した頃の柿生駅周辺

（原図に記者加筆） 

さ え ず り を 聞 き

鳥を見つけると

双眼鏡で観察す

る 



【開館日】 

【アクセス】 

 小田急線「新百合ヶ丘駅」 

 南口から徒歩４分 

【ホームページ】 

 http://web-asao.jp/yamayuri/ 

区民による、区民のための 

情報発信を目的に活動。 

区民記者は「やまゆりニュース」掲載記事の企画

構成・取材撮影を担当しています。 

過去の取材記事はあさお区民記者の 

ホームページに掲載しています。 

●区民記者＆サポートメンバー募集中！  

詳しくは in fo@asao-ku .netに 

お問い合わせください 

第9回 麻生市民交流館やまゆり 区民講師公開講座 

 ４ 月    

１日（日） 
14:00 ～    

16:00 
楽しい水彩スケッチ 近 藤 浩 二 

８日（日） 
10:00 ～    

12:00 
源氏物語を楽しむ会 藤 井 悦 子 

１４日（土） 
14:00 ～    

16:00 
腸内環境から始まる健康と美容 

橘 美はる 

秋國 直子 

１５日（日） 
14:00 ～    

16:00 
どじょうすくい踊りで楽しく健康づくり 森 一 郎 

 ５ 月    

１２日（土） 
17:30 ～  

19:30 
「大人の紙芝居（民話＆昔話で楽しもう）」 柿 澤 弘 治 

２１日（月） 
10:00 ～    

12:00 
バランスボールエクササイズ 大久保 晴子 

２３日（水） 
14:00 ～    

16:00 
ウッドバーニング経験講座 太 田 行 英 

２８日（月） 
14:00 ～    

16:00 
地球と生命の歴史 鎌 田 正 博 

 ６ 月    

２日（土） 
14:00 ～   

16:00 
お遍路 サロン 

田中 喜美子 

井口 征男 

１６日（土） 
14:00 ～    

16:00 
自己実現する人生とは  伊 藤 綾 乃  

２４日（日） 
14:00 ～    

16:00 
はじめて体を動かす方のためのストレッチ 池 田 富 美 

３０日（土） 
14:00 ～   

16:00 
初めてふれるシャンソンの世界 谷 エリ子 

開催月の1ヶ月前に、講座のチラシを配布します。   

詳細はチラシを参照ください。申込はチラシ裏面にてお願いいたします。  

 

主催 認定ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター 

問合せ ☎044・951・6321    Fax.044・951・6467 


